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戦没者に思いよせる

新 1 年生が登下校の練習

　6月 8日（金）、大槌町小中仮設校舎において、小学校 4

校交通安全教室が行われました。１、２年生は登校コースの

歩き方や通学バスの乗り方、道路の横断の仕方などを練習し、

3年生～ 6年生は自転車の乗り方指導や交通安全に関するビ

デオ学習を行いました。校長先生や交通指導隊の皆さんから、

交通安全や命の大切さなどのお話を聞き、児童たちは、その

後の練習に真剣な表情で取り組みました。

　6月 9日（土）に中央公民館大会議室で、戦没者慰霊祭

が行われました。慰霊祭には多くの人が参加し、戦争が奪っ

た尊い命に思いを馳せていました。黙祷から始まった慰霊

祭は厳かに進み、町長をはじめとした来賓の式辞では、目

を閉じたり、涙を浮かべたりして当時のことや、故人のこ

とを思い出している様子でした。

みんなで考え、みんなで築く未来

　6月 3日（日）、町民やボランティアの人などを対象に、

大槌の復興を考えるシンポジウムが開催されました。パネ

リストには町長ほか、関西学院大学教授の宮崎益輝氏、元

宮城学院女子大学長の山形孝夫氏が参加。専門家の意見も

踏まえ、大槌町の復興について議論が交わされました。

　シンポジウム前半は、町長とパネリスト 2名による町

の復興と防災に関する講話が行われました。シンポジウム

後半では一般の参加者も議論に加わり、町長やパネリスト

2名の講話に対して質問したり、復興に関する意見を述べ

たりと積極的に参加していました。

〜小学校 4 校交通安全教室〜

〜復興を考えるシンポジウム〜


